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飯田都市計画下水道の変更（飯田市決定） 

 

都市計画飯田公共下水道「２．排水区域」を次のように変更する。 

 

１．下水道の名称   飯田市公共下水道 

 

２．排水区域 

 「排水区域は総括図表示のとおり」 

 

３．下水管渠 

内訳 
位置 

備考 
起点 終点 

遮集幹線 飯田市松尾明 飯田市上郷飯沼  

放流管渠 飯田市松尾清水 飯田市松尾明 （飯田処理区） 

放流管渠 飯田市嶋 飯田市嶋 （竜丘処理区） 

放流管渠 飯田市川路 飯田市川路 （川路処理区） 

 「区域は計画図表示のとおり」 

 

４．その他の施設 

内訳 位置 備考 

松尾浄化管理センター 飯田市松尾明地内 約 48,100ｍ2 

竜丘浄化センター 飯田市嶋 約 10,000ｍ2 

川路浄化センター 飯田市川路 約 10,000ｍ2 

 「区域は計画図表示のとおり」 

 

理  由 

市街地及びその周辺地区における生活環境の向上と公共用水域の水質保全を

図るとともに効率的な下水道整備に資するため、本案のとおり変更する。 
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変更理由書 

 

飯田市では、行政区域全体について地域特性や経済性などを考慮して、公共

下水道事業（特環を含む）及び農業集落排水事業、小規模集合排水処理事業の

集合処理で整備する区域（以下「集合処理区」という）と合併処理浄化槽など

個別処理で整備する区域に分け、集合処理区のうち、竜丘処理区は、生活環境

の向上と公共用水域の水質保全等、都市活動を支える上で必要不可欠である 

下水道施設を平成９年２月３日に良好な都市環境の形成及び保持などが必要な

用途地域を中心とした 99 ヘクタールを排水区域に定め、併せて処理場及び放流

渠を飯田都市計画に位置付け、都市計画決定を行い、特定環境保全公共下水道とし

て整備を進め、平成 15 年 12 月 16 日に竜丘浄化センターの供用を開始した。 

その後、土地利用の動向を踏まえ、平成 12 年１月 17 日に排水区域 183 ヘクター

ルに、平成 13 年１月 11 日に排水区域 213 ヘクタールへ随時区域拡大を行い、概ね

整備は完了した。 

一方、市街地周辺の農村地域における水環境の改善と生活環境の向上を目的

に、農業集落排水処理施設整備事業を平成２年度から着手し、９地区の整備が

平成 21 年度に完了した。それぞれの汚水処理施設の特徴を活かし、地域の実情

に応じた汚水処理手法により整備を進めた結果、令和４年度末には飯田市の 

汚水処理人口普及率は 97.4%となった。 

しかしながら、汚水処理施設の整備から一定の期間が経過したことによる劣

化や、建設当時の見込みとの乖離が生じていることから、常に先を見越した計

画的・段階的な改築・更新が必要なこと、又、人口減少や少子高齢化を背景に

施設運営の効率化や最適化を図る必要性が生じている。 

このため、平成 27 年度に長野県「水循環・資源循環のみち 2015」構想（都

道府県構想）を策定するに当たり、計画処理人口や汚水量等の規模等を予測し、

整備した下水道施設や農業集落排水処理施設等の位置及び施設の機能状況等を

把握し、地域特性や経済性等を考慮してより効率的で効果的な下水道計画の見

直しを行った結果、農業集落排水施設の一部を下水道排水区域に編入する方針

とした。この方針は令和４年度に見直しが行われた「長野県生活排水処理構想

（2022 改定版）」にも位置付けている。また、令和３年３月に策定した「飯田

市下水道ビジョン」において、処理方法や施設の統廃合を含めた持続可能な下

水道事業のあり方を検討するとしている。 

農集集落排水施設のうち、まずは下水道接続に際して大きな支障がなく、竜

丘浄化センターの現有処理能力で処理が可能であることから施設統廃合の効果

が高い下殿岡地区を特環竜丘処理区へ編入し、汚水処理の効率化を図ることと

したい。 
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新旧対照表 

 

（新） 

 

１．下水道の名称   飯田市公共下水道 

 

２．排水区域 

 「排水区域は総括図表示のとおり」 

 

３．下水管渠 

内訳 
位置 

備考 
起点 終点 

遮集幹線 飯田市松尾明 飯田市上郷飯沼  

放流管渠 飯田市松尾清水 飯田市松尾明 （飯田処理区） 

放流管渠 飯田市嶋 飯田市嶋 （竜丘処理区） 

放流管渠 飯田市川路 飯田市川路 （川路処理区） 

 「区域は計画図表示のとおり」 

 

４．その他の施設 

内訳 位置 備考 

松尾浄化管理センター 飯田市松尾明地内 約 48,100ｍ2 

竜丘浄化センター 飯田市嶋 約 10,000ｍ2 

川路浄化センター 飯田市川路 約 10,000ｍ2 

 「区域は計画図表示のとおり」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（旧） 

 

１．下水道の名称   飯田市公共下水道 

 

２．排水区域 

 「排水区域は総括図表示のとおり」 

 

３．下水管渠 

内訳 
位置 

備考 
起点 終点 

遮集幹線 飯田市松尾明 飯田市上郷飯沼  

放流管渠 飯田市松尾清水 飯田市松尾明 （飯田処理区） 

放流管渠 飯田市嶋 飯田市嶋 （竜丘処理区） 

放流管渠 飯田市川路 飯田市川路 （川路処理区） 

 「区域は計画図表示のとおり」 

 

４．その他の施設 

内訳 位置 備考 

松尾浄化管理センター 飯田市松尾明地内 約 48,100ｍ2 

竜丘浄化センター 飯田市嶋 約 10,000ｍ2 

川路浄化センター 飯田市川路 約 10,000ｍ2 

 

 「区域は計画図表示のとおり」 
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都市計画策定の経緯の概要 

飯田都市計画下水道の変更 

事  項 時  期 備  考 

 

地元説明 

 

 

 

 

 

（飯田市地域自治区の設置等

に関する第10条第２項） 

 

 

 

 

長野県知事事前協議 

 

長野県知事事前協議回答 

 

パブリックコメント実施の公示 

 

パブリックコメント 

【素案の閲覧・公聴会】 

（都市計画法第16条第１項） 

 

地元説明 

 

 

 

 

 

計画案の縦覧公告 

（都市計画法第17条第１項） 

 

 

 

令和４年９月３日 

竜丘地区 

 

令和４年10月22日 

下殿岡地区 

 

令和４年10月31日 

竜丘地区協議会 

 

令和４年12月12日 

下殿岡農集排組合 臨時総会 

 

令和５年５月18日 

 

令和５年６月14日 

 

令和５年６月28日 

 

 

令和５年７月７日～ 

令和５年８月７日 

 

令和５年８月７日 

竜丘地域協議会 

 

令和５年８月24日 

伊賀良地域協議会 

 

 

令和５年９月８日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(意見聴取) 異存なし 

 

 

(意見聴取) 異存なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見書提出 なし 

 

 

(意見聴取) 意見なし 

 

 

(意見聴取)  

特に意見なし 
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計画案の縦覧 

（都市計画法第17条第１項） 

 

 

長野県知事協議 

（都市計画法第19条第３項） 

 

計画案の再縦覧公告 

（都市計画法第17条第１項） 

 

計画案の再縦覧 

（都市計画法第17条第１項） 

 

 

長野県知事協議回答 

 

飯田市都市計画審議会 

（都市計画法第19条第１項） 

 

都市計画決定告示 

（都市計画法第20条第１項） 

 

令和５年９月８日～ 

令和５年９月21日 

 

 

令和５年９月25日 

 

 

令和５年10月16日 

 

 

令和５年10月17日～ 

令和５年10月30日 

 

令和５年11月上旬（予定） 

 

 

令和５年11月15日（予定） 

 

 

令和５年11月下旬（予定） 
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表４　竜丘処理区　特環公共下水道事業の経緯表

全体計画 都市計画決定 下水道法 都市計画法

当初

平成7年度策定

汚水183ha

竜丘処理区183ha

当初

飯田市告示第80号

平成8年12月16日

汚水2,427ha

飯田処理区2,244ha

竜丘処理区183ha

当初 当初

長野県指令8下第4-36号 長野県告示第65号

平成9年1月10日 平成9年2月3日

汚水99ha 汚水99ha

竜丘処理区99ha 竜丘処理区99ha

第1回変更

飯田市告示第41号

平成11年7月15日

汚水2,859ha

飯田処理区2,566ha

竜丘処理区183ha

川路処理区110ha

第1回変更 第1回変更

建設省長都下公発第25号-2 長野県告示第23号

平成11年12月8日 平成12年1月17日

汚水183ha 汚水183ha

竜丘処理区183ha 竜丘処理区183ha

第1回見直し

平成12年度策定

汚水248ha

竜丘処理区248ha

第2回変更

飯田市告示第85号

平成12年12月19日

汚水2,889ha

飯田処理区2,566ha

竜丘処理区213ha

川路処理区110ha

項
目

事業計画

経
　
過
　
年
　
数
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表４　竜丘処理区　特環公共下水道事業の経緯表

全体計画 都市計画決定 下水道法 都市計画法

第2回変更 第2回変更

長野県指令12下第4-27号 長野県告示第17号

平成13年1月4日 平成13年1月11日

汚水213ha 汚水213ha

竜丘処理区213ha 竜丘処理区213ha

第3回変更

飯田市告示第10号

平成15年2月4日

汚水2,906ha

飯田処理区2,566ha

竜丘処理区213ha

川路処理区127ha

第4回変更

飯田市告示第60号

平成16年10月8日

汚水2,991ha

飯田処理区2,651ha

竜丘処理区213ha

川路処理区127ha

第3回変更 第3回変更

長野県指令18生排第4-7号 長野県告示第50号

平成19年2月2日 平成19年2月8日

汚水213ha 汚水213ha

竜丘処理区213ha 竜丘処理区213ha

第4回変更 第4回変更

長野県指令23生排第52-13号 長野県告示第160号

平成24年3月12日 平成24年3月1日

汚水213ha 汚水213ha

竜丘処理区213ha 竜丘処理区213ha

第5回変更

飯田市告示第26号

平成28年3月17日

汚水3,072ha

飯田処理区2,732ha

竜丘処理区213ha

川路処理区127ha

第2回見直し

平成28年度策定

汚水248ha

竜丘処理区248ha

項
目

事業計画

経
　
過
　
年
　
数
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表４　竜丘処理区　特環公共下水道事業の経緯表

全体計画 都市計画決定 下水道法 都市計画法

第5回変更 第5回変更

29生排第108-5号 長野県告示第449号

平成29年9月25日 平成29年9月25日

汚水213ha 汚水213ha

竜丘処理区213ha 竜丘処理区213ha

第3回見直し 第6回変更 第6回変更

4生排第560号 長野県告示第225号

汚水248ha 令和5年3月31日 令和5年4月13日

竜丘処理区248ha 汚水213ha 汚水213ha

竜丘処理区213ha 竜丘処理区213ha

第6回変更（今回）

飯田市告示第  号

汚水3,119ha

飯田処理区2,732ha

竜丘処理区260ha

川路処理区127ha

項
目

事業計画

経
　
過
　
年
　
数
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